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【 中学校の部 】　優秀賞

魚が教えてくれる ふるさとの四季

臼杵市立南中学校　２年

玉田　泰一

　僕は、物心ついた時から祖父の影響で釣りを
始めた。今では、一日、いや一時間でも釣りが
できないと落ち着かなくなるほどだ。たくさん釣れ
た時には、魚をさばいて、近所の人におすそ分け
するのだが、とても喜んでもらえる。また、周囲
の大人には「釣りをしている時には、目が生き生
きしている」と言われる。このように、釣りは僕にとっ
て人とのつながりであり、生きがいでもある。
　そんな大好きな釣りを通して、僕はこの臼杵の
豊かな自然を実感する。春夏秋冬、いろいろな
魚たちが姿を現してくれる。
　春と言えば、メバル。九州では、メバルを「春
告魚」と呼ぶ。春が訪れるとメバルは産卵のため
に浅瀬に移動してくる。臼杵出身の吉丸一昌が
作詞した「早春賦」に「春は名のみの　風の寒
さや」とあるように、まさにまだ春とは程遠く感じ
る肌寒い時期だが、夜の海にはメバルの子どもた
ちがたくさん泳ぎ始める。海の中の魚たちには、
陸上では感じられない春の訪れが分かっている
のだと思うとおもしろい。
　続いて姿を見せるのは、ヨウジウオだ。この魚
が登場すると、夏が近付いていることを感じる。
普段は石の下に隠れているのに、日光に照らされ
て藻が生い茂ってくると、酸素を求めて水面近く
に姿を現すのだ。
　梅雨時期には、ナマズが田んぼの水路に上がっ
てくる。大雨で水面が濁った水路は、安全に卵
を産むのにうってつけだ。普段は海や川で釣りを
楽しむ僕だが、水路でのナマズ釣りもなかなかお
もしろい。
　夏も本番になると、ヒラアジやコチが釣れ始め
る。どちらも釣るのも楽しく、味もおいしいので、
僕は夏が一番好きだ。海の色が、春の青からだ
んだんと緑に変化していくのも夏の訪れを実感し
てワクワクする。また、この時期は日が長いので、
一日中釣りを楽しむことができる。朝日に照らされ
てキラキラとした海面、もくもくと湧き上がる入道

雲、大きな夕日･･･こうした景色の変化に気付くこと
ができるのも、釣りの楽しさの一つだ。
　続いてやってくるのはカマス。臼杵で獲れるカ
マスにはアカカマス、アオカマス、ヤマトカマスの
三種類あるが、秋は特にアカカマスがよく釣れる。
カマスは他の魚に比べると急に湾内に入ってくる
ので、「秋が来た！」と直感で分かる。紅葉が色
づくように秋も深まってくると、湾内だけでなくい
ろんなところでカマスの姿が見られるようになる。
　クーラーボックスの中の氷が溶けにくくなってくる
と、冬を感じる。冬と言えば、ブリだ。出世魚の
最終形態でもあるブリは、大きなものでは１ｍほ
どとなる。釣り上げるのに時間も体力もかかるが、
それでも何度も勝負したくなる魚だ。冬は寒さ対
策のために装備が重くなり苦手な季節だが、釣り
をしている時だけは、その寒さも忘れて集中してし
まう。暗くなるのが早いので、釣り足りないと感じ
るほどだ。
　こんなふうに、釣りを通して四季の移り変わりを
感じることができるのも、身近な場所に豊かな自
然があるおかげだ。しかし、ここ数年、海や川、
そしてそこに住む魚たちの変化を感じている。秋
の訪れを教えてくれるカマスが、去年はやってくる
のが遅かった。メバルと並ぶ春の代表的な魚で
あるクロダイの数は年々減っているし、反対に温
かい海域を好むエイは増えている。そのせいで、
もともと生息していた魚たちのエサが奪われてい
る。たくさんのゴミが海岸に流れついて、ゴミだま
りができている。どれも人間が自分勝手に便利
な生活を追求してきた影響だ。
　自然豊かな環境は、当たり前ではない。釣りに
行った時には、自分が出したゴミを持ち帰ることは
もちろん、すでにあったゴミを拾ってきれいな状態
にして帰る。そんな小さな取組を通して、この恵ま
れた環境に感謝の気持ちを伝え、守り続けたい。
大好きな釣りがこれからもずっとできるように。
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　私は緑豊かな地、九重町に生まれ育ったため、自然は自身の生活の一部として定着している。自然は私と
切っても切り離せない関係にあるが、逆に言えば私にとって自然はひどく当たり前の、特別でも何でもないも
のだった。人生のある時点までは。
　令和２年７月豪雨は、私の町にも甚大な被害を与えた。九重町では、１時間当たりの降雨量が80ミリ近くに
なった時があり、全壊７戸、多くの地区で断水が生じるなど大きな被害が出た。道路が寸断され私の自宅は
一時孤立状態になった。近くの水力発電所は見る影もないほど崩壊し、復旧工事完成に１年以上かかった。
　また、豪雨に限らず夏の異常気象や台風の回数も増えている。これは地球温暖化により空気中の水蒸気
量が増えたからだと推測されている。小学校６年生の９月、私は台風のため体育館へ避難した。ウウ……と
風が唸り、校庭の木がばっさばっさと揺れていた。窓越しに見ているのを忘れてしまう恐ろしさ。ヒュー、と聞
こえたと思うと、風がゴウゴウと鳴った。当時の私には、自然が人間に対して怒り狂っているように見えた。ご
めんなさい、ごめんなさい、と祈るように何度も呟いた。
　このような経験を通して、私の心の中に「自然対人間」という構図ができあがった。人間は自然を切り拓く
もので、自然はその人間を押さえつける強大な力だと考えていた。
　しかし、その考えが180度変わったのは今年の５月初旬、遠足で町内の飯田高原にある一目山に登ったと
きだ。当時私は新年度に伴うめまぐるしい変化によって神経が過敏になっており、特に何かあったわけでも
ないのに気づけば目に涙を浮かべていることがよくあった。そのため、陰鬱な気分で迎えた日であったが、終
わりの見えない急斜面をくたくたになりながら登り、たどり着いた頂上で、私は息を呑んだ。山頂からの展望
を遮るものは何もなく、近くに涌蓋山と猟師岳が見え、久住山が星生山と扇ヶ鼻の間に見えた。その間、私は
学校での鬱屈をすっかり忘れ、真に解放されていた。ただ青空を見上げながら自然の多いなる力を思い、そ
の声に耳を傾けた。私は、俗事を超越した大きな力が自分を取り巻いていることを実感し、生きることを久し
振りに喜ばしいものだと感じた。
　この経験を通して考えたのは、何時ぞや心に描いたイメージ、「自然対人間」は間違っているのではない
か、人間は本来自然の中で生きているのではないか、ということだ。
　我 人々類は自然の産物に相違ないし、食物ももとを辿れば自然によって生み出されたものだ。私たちは、自
然によって生かされている。とすれば、自然と人間の共生は容易に達成されるべきものどころか、自明の真実
であるべきではないか。もし人間が自然の極めて自然な秩序に逆らおうとしなければ、自然は私たちを優しく
包み込み守る、憩いの場になってくれるはずだ。
　私たちを生かしている自然を傷つけることは私たち自身を破壊することで、必ずどこかでその報いを受ける
ことになってしまう。また、私が体験したような精神的な安らぎもなくてはならない。私は、自然を損なわずに
バランス良く発展していく社会を至高の理想として掲げる。この理想の実現に向けて歩みを止めることなく
進んでゆく人でありたい。私はこれから、自らが自然から享受する恩恵と私という存在を形作っている自然へ
の感謝の思いを忘れずに自然豊かな故郷九重町への誇りを持ちながら生きていきたい。
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私達を生かす大いなる力
九重町立ここのえ緑陽中学校　３年

岩下　真理華


